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『緊急被ばく医療マニュアル』の内容
全編フルカラーのわかりやすい図表を多用した構成となっています



放射線健康リスク科学
ー放射線生物学・放射線防護・被ばく医療ー

本事業は、原子力規制委員会・原子力規制庁の補助を受けて、平成29年度原子力

人材育成等推進事業費補助金（原子力規制人材育成事業）「医学部における放射

線健康リスク科学教育の必修化を支える教育システムの構築」として実施してい
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・ 第一種/第二種放射線取扱主任者試験・放射線科専門医認定試験・医学物理士
認定試験・診療放射線技師国家試験等の過去問を参照にして作成

・ 全編を通してフルカラーのわかりやすい図表を多用

・ 放射線生物学や被ばく医療の専門家による監修
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第２章：放射線生物学Ⅰ（分子レベル・細胞レベル）

第３章：放射線生物学Ⅱ（組織レベル・個体レベル）

第４章：放射線発がん・自然放射線・放射線防護

第５章：医療における放射線被ばく・電磁波の
人体影響

第６章：放射線腫瘍生物学

第７章：被ばく医療・放射線災害医療

第８章：放射線リスクコミュニケーション（１）と放射線
災害におけるメンタルヘルス

第９章：放射線リスクコミュニケーション（２）
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